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▽
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
専
決
）

衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
総
選
挙
が
十
一

月
九
日
に
実
施
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
選
挙

に
係
る
準
備
費
用
と
、
投
・
開
票
事
務
の

た
め
の
費
用
の
補
正
で
、
解
散
か
ら
投
票

日
ま
で
一
ヶ
月
と
準
備
期
間
が
短
い
た

め
、
十
月
十
日
付
で
専
決
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
百
五
十
万
円
を

追
加
し
、
総
額
六
十
三
億
九
千
百
六
十
九

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

▽
町
職
員
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

今
回
の
改
正
は
、
人
事
院
給
与
勧
告
を

受
け
、
国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
給
与
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
国
に
準
じ
て
町
の
一
般
職
の
給
与
と

特
別
職
及
び
議
会
議
員
の
期
末
率
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

町
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
俸
給
表

（
給
料
表
）
月
額
・
扶
養
手
当
・
住
居
手

当
・
期
末
手
当
等
を
平
成
十
五
年
十
二
月

一
日
付
で
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
平
均
年

間
給
与
と
し
て
は
、
五
年
連
続
の
引
き
下

げ
と
な
り
、
引
き
下
げ
幅
は
過
去
最
大
と

な
り
ま
し
た
。
更
に
平
成
十
五
年
四
月
か

ら
の
官
民
格
差
の
解
消
を
図
る
た
め
、
十

二
月
期
末
手
当
の
額
で
調
整
を
し
ま
し

た
。特

別
職
職
員
・
町
議
会
議
員
に
つ
い
て

は
、
期
末
手
当
を
平
成
十
五
年
十
二
月
一

日
付
で
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
職
員
（
五
十
歳
担
当
課

長
級
）で
年
二
十
二
万
六
千
円
程
度
減
額
、

特
別
職
（
町
長
）
で
年
二
十
万
三
千
円
程

度
減
額
、
議
員
で
年
六
万
三
千
円
程
度
減

額
と
な
り
ま
す
。

町町史史（（別別編編））編編ささんん
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専
決
処
分
の
承
認

条

例

第４回定例会

平
成
十
五
年
第
四
回
定
例
会
は
十
一
月
二
十
八
日
に
開
会
し
、
十
二
月
十
日

ま
で
の
十
三
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

提
出
案
件
は
、
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算
を
始
め
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
や
岐
阜

県
市
町
村
会
館
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減
な
ど
、
計
十
一
件
が
上
程

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》
【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》
【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》
【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》
【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》
【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》
【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》
【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》
【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》

【御嵩町の歴史を記録し後世に残す／H16年度完成予定】

《人勧により町職員・特別職・議員の人件費大幅に引き下げ》



▽
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

今
回
の
補
正
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

人
件
費
の
削
減
と
数
値
の
確
定
に
よ
る
調

整
で
す
。

新
規
事
業
と
し
て
は
、
平
成
元
年
か
ら

十
六
年
ま
で
の
、
御
嵩
町
に
と
っ
て
激
動

の
時
代
の
記
録
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、

町
史
・
別
編
の
編
さ
ん
事
業
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
、
亜
炭
鉱
廃
坑
予
備
調
査
業
務
、

長
岡
防
災
資
機
材
倉
庫
移
転
工
事
、
国
民

健
康
保
険
財
政
安
定
化
支
援
繰
出
金
、
重

度
心
身
障
害
老
人
等
特
別
助
成
費
、
ふ
れ

あ
い
講
演
会
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

事
業
、
分
筆
及
び
所
有
権
移
転
等
登
記
委

託
業
務
、
上
之
郷
二
〇
一
号
線
外
道
路
改

良
事
業
、
私
立
幼
稚
園
奨
励
費
補
助
金
な

ど
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
四
百
三
十
五

万
三
千
円
を
追
加
し
、
総
額
で
六
十
三
億

九
千
六
百
四
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

他
に
審
議
さ
れ
た
補
正
予
算

▽
平
成
十
五
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

▽
平
成
十
五
年
度
下
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

▽
平
成
十
五
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

▽
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
を
組
織
す
る

市
町
村
数
の
増
減
に
つ
い
て
（
三
件
）

こ
の
議
案
は
、
町
村
合
併
に
よ
る
も
の

で
、
平
成
十
六
年
二
月
一
日
か
ら
誕
生
す

る
「
飛
騨
市
」
・
「
本
巣
市
」、
平
成
十

六
年
三
月
一
日
か
ら
「
郡
上
市
」
が
誕
生

す
る
こ
と
に
伴
い
、
岐
阜
県
市
町
村
会
館

組
合
を
組
織
す
る
構
成
自
治
体
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

▽
中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
（
増

加
）
同
組
合
の
財
産
の
処
分
及
び
同
組

合
の
規
約
の
変
更
（
二
件
）

平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
郡
上
郡
の

七
町
村
が
合
併
し
「
郡
上
市
」
が
誕
生
す

る
こ
と
に
伴
い
、
中
濃
地
域
農
業
共
済
事

務
組
合
を
組
織
す
る
構
成
自
治
体
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

▽
新
入
札
制
度
に
関
す
る
請
願
書

平
成
十
五
年
十
一
月
か
ら
、
町
が
試
行

的
に
導
入
し
て
い
る
「
新
入
札
制
度
（
条

件
付
一
般
競
争
入
札
）」
の
中
止
を
求
め

る
請
願
書
が
議
長
宛
に
提
出
さ
れ
、
総
務

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、「
継
続
審
査
」
と
な
り
ま
し
た
。

▽
木
材
の
利
用
拡
大
に
関
す
る
要
望
書

▽
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告
書

▽
現
金
出
納
検
査
結
果
報
告
（
八
月
〜
十

月
分
）

▽
定
例
監
査
実
施
報
告
書

▽
専
決
処
分
の
報
告

議員、特別職及び教育長の期末手当支給率

※年間支給月数を本年度12月期で0.25カ月分引き下げました。

町職員の期末手当・勤勉手当支給率

※年間支給月数を本年度12月期で0.25カ月分引き下げました。
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補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案

請

願

議

長

報

告

町

長

報

告

改 正 前 改 正 後

６月　期末手当 ２．２５カ月 ２．１０カ月

12月　期末手当 ２．４０カ月 ２．３０カ月

合　　　計 ４．６５カ月 ４．４０カ月

改 正 前 改 正 後

６月　期末手当 １．５５カ月 １．４０カ月

勤勉手当 ０．７０カ月 ０．７０カ月

12月　期末手当 １．７０カ月 １．６０カ月

勤勉手当 ０．７０カ月 ０．７０カ月

合　　　計 ４．６５カ月 ４．４０カ月
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一般

質問そそ ここ がが 知知 りり たた いい
平成15年第４回定例会

一般質問は12月9日に行われ、8名の議員が活発な質問をしました。

１　早川　文人議員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥５ページ

○地区公民館の存続と充実について

２　岡本　隆子議員 ‥‥‥‥‥‥‥５ページ
○乳ガンのマンモグラフィと緑内障の検診
を
○行政バスの運行について
○産業廃棄物処分場問題について
（その他には「生涯学習について」の質
問がありました）

３　佐谷　時繁議員 ‥‥‥‥‥‥‥６ページ
○活力ある「まち」づくりのために今なす
べき事は
○合併協議事項での問題点

４　鍵谷　　一議員 ‥‥‥‥‥‥‥６ページ
○有害小動物駆除について
○閉鎖された旧松泉閣の水汲み場について

５　安藤　幸雄議員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥７ページ
○大地震による上水道の地震対策について
○団地内における除草対策について

６　下地せつ子議員 ‥‥‥‥‥‥‥７ページ　
○乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）の予防
について

７　鈴木　元八議員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥８ページ
○人災になってはおそい唐沢川改修早期実現
を！！

８　大沢まり子議員 ‥‥‥‥‥‥‥８ページ
○安全・安心の町づくりを

鍵
谷
幸
男
議
員

自
治
功
労
者
表
彰
受
賞

平
成
十
五
年
十
一
月
五
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
総
会
の
席

上
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
御

嵩
町
議
会
か
ら
は
、
鍵
谷
幸
男
議
員
が
、
特
別
表
彰

（
在
職
二
十
五
年
以
上
）
と
い
う
輝
か
し
い
賞
を
受

賞
さ
れ
、
被
表
彰
者
（
一
〇
一
名
）
を
代
表
し
て
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
益
々
、
町
政
発
展
の
た
め
の
ご
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
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般

質

問

乳
ガ
ン
・
緑
内
障
検
診
に
つ
い
て

厚
労
省
の
指
導
で
は
２
０
０
０
年
か

ら
五
十
歳
以
上
に
つ
い
て
は
二
年
に
一
回
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
（
Ｘ
線
撮
影
）
を
導
入
す
る

よ
う
指
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
国
の
市
町

村
で
五
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
当
町
で
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で

今
後
の
対
応
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
緑
内
障
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で

進
行
予
防
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
検
診
の
実
施
を

お
願
い
で
き
ま
せ
ん
か
。

【
永
瀬
　
参
事
】

乳
ガ
ン
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を

読
影
す
る
医
師
が
少
な
い
た
め
、
今
後
の
対
応

は
医
師
会
と
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

緑
内
障
検
診
に
つ
い
て
も
医
師
会
と
相
談
し

眼
科
検
診
が
活
用
さ
れ
る
ま
で
、
ミ
ニ
ド
ッ
ク

を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

行
政
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

ス
ポ
少
や
中
体
連
で
県
大
会
な
ど
に

出
場
の
際
、
現
状
で
は
町
の
行
政
バ
ス
が
な
か

な
か
利
用
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
「
バ

ス
に
は
必
ず
職
員
が
添
乗
す
る
」
と
い
う
規
定

が
あ
り
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
ど
も
達
の
県
大
会
な
ど
の
時
に
は
行

政
バ
ス
を
利
用
で
き
た
ら
と
い
う
親
の
声
を
よ

く
聞
く
わ
け
で
す
が
、
規
程
の
見
直
し
か
特
例

と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

【
梅
田
　
参
事
】

規
程
の
見
直
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
ス

ポ
少
や
中
体
連
の
県
大
会
な
ど
は
、
教
育
委
員

会
と
事
前
に
協
議
し
て
話
を
持
っ
て
き
て
下
さ

い
。

産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

産
廃
問
題
に
つ
い
て
町
長
は
計
画
の

中
止
に
大
変
自
信
を
お
持
ち
の
よ
う
で
す
が
、

町
民
の
中
に
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
人
が
多
く

い
ま
す
。
町
長
の
お
考
え
は
。【

柳
川
　
町
長
】

合
併
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
、
合

併
ま
で
に
終
止
符
を
打
ち
た
い
と
考
え
て
い

る
。

合
併
後
の
地
区
公
民
館
の
存
続
は
・

地
区
住
民
の
親
睦
と
連
帯
感
を
助
成

し
、
地
区
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
地
区
公
民
館
を
可
児
市
と
の
合
併
後
も
存
続

さ
せ
た
い
と
考
え
る
が
。

【
丹
羽
　
助
役
】

第
四
回
の
法
定
合
併
協
議
会
に
お
い

て
現
在
の
出
張
所
は
連
絡
所
と
し
て
残
す
こ
と

で
合
意
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
公
民
館
も
存
続

で
き
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

地
区
公
民
館
に
体
育
館
を
・
・

学
校
の
施
設
開
放
と
し
て
小
・
中
学

校
の
体
育
館
を
使
用
し
て
い
る
が
、
学
校
行
事

の
関
係
で
使
用
出
来
な
い
場
合
、
ま
た
平
日
の

使
用
は
出
来
な
い
等
の
問
題
あ
り
。
合
併
を
機

会
に
可
児
市
公
民
館
と
同
様
に
体
育
館
を
併
設

さ
れ
た
い
。

【
丹
羽
　
助
役
】

現
在
可
児
市
の
場
合
、
十
三
公
民
館

の
内
、
体
育
館
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
が
九
公

民
館
。
合
併
後
該
当
地
区
の
人
口
並
び
に
住
民

の
強
い
要
望
が
あ
れ
ば
公
平
の
原
則
か
ら
設
置

が
可
能
と
判
断
す
る
。

地
区
公
民
館
の
陣
容
は
・
・

公
民
館
長
の
常
駐
と
、
職
員
は
住
民

課
、
教
育
委
員
会
よ
り
各
一
名
配
属
す
る
こ
と

は
。

【
丹
羽
　
助
役
】

現
在
可
児
市
の
場
合
、
連
絡
所
長
と

事
務
職
員
二
名
そ
れ
に
嘱
託
の
職
員
一
名
。
プ

ラ
ス
公
民
館
主
事
と
し
て
常
勤
の
嘱
託
一
名
が

配
属
さ
れ
て
い
る
。
公
民
館
長
は
非
常
勤
が
多

い
こ
と
か
ら
合
併
後
は
可
児
市
の
例
に
よ
る
配

属
が
考
え
ら
れ
る
。

問 問 答 答 答 答 

問 答 答 

問 問 答 答 

問 答 答 答 答 

地
区
公
民
館
の
存
続
と
充
実
に
つ
い
て

早
川
　
文
人議

員

乳
ガ
ン
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
緑
内
障
の
検
診
を

岡
本
　
隆
子議

員

体育館併設型公民館（可児市春里）



近
年
「
猪
」
の
被
害
が
大
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
小
動

物
（
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
タ
ヌ
キ
・

ヌ
ー
ト
リ
ア
・
イ
タ
チ
な
ど
）
に
よ
る
農
作

物
・
家
禽
類
へ
の
被
害
が
著
し
く
増
大
し
て
い

る
が
・
・

①

個
人
で
駆
除
出
来
る
か
・
・

②

資
格
が
要
る
か
・
・

③

捕
獲
用
罠
（
檻
）
は
町
に
い
く
つ
有
る

か
・
・

④

貸
し
出
せ
る
か
・
・

⑤

貸
し
出
せ
る
期
間
・
・

⑥

事
前
の
許
可
は
・
・

⑦

事
後
の
処
理
は
・
・

【
水
野
　
参
事
】

①
②
に
つ
い
て
は
、
個
人
で
捕
獲
出

来
る
物
と
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で
出
来
る
物

と
が
あ
る
が
、質
問
に
出
た
よ
う
な
小
動
物
は
、

町
長
の
許
可
を
受
け
れ
ば
個
人
で
よ
い
。
免

許
・
登
録
は
要
ら
な
い
。
被
害
届
・
許
可
申
請

を
町
農
林
課
へ
。
③
現
在
三
個
所
有
。
④
⑤
捕

獲
期
間
が
六
十
日
以
内
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

期
間
内
で
調
整
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。
⑥
⑦
難

し
い
規
則
で
は
な
い
が
、
細
か
い
点
に
つ
い
て

は
農
林
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

次
月
の
松
泉
閣
の
在
っ
た
所
の
水
汲

み
場
が
九
月
か
ら
閉
鎖
さ
れ
、
町
内

外
の
大
勢
の
人
か
ら
再
開
の
要
望
が
多
い
が
、

町
と
し
て
再
開
の
た
め
の
対
処
を
さ
れ
る
か
ど

う
か
・
・

【
梅
田
　
参
事
】

所
有
は
名
古
屋
鉄
道
で
す
。
駐
車
場

の
こ
と
・
事
故
対
策
の
こ
と
・
水
質
（
フ
ッ
素

を
多
く
検
出
の
為
、
飲
用
不
適
）
の
こ
と
。
管

理
面
の
こ
と
等
々
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
現
時
点
で

は
再
開
の
た
め
の
交
渉
は
非
常
に
難
し
い
。

閉鎖された水汲み場

みたけ議会だより（平成１６年１月１５日） －　－6 一

般

質

問

三
重
県
藤
原
町
に
学
ぶ
地
域
活
性
化

対
策

議
員
研
修
で
訪
問
し
た
藤
原
町
が
現
在
進
め

て
い
る
「
農
業
公
園
計
画
」
は
、
次
の
四
つ
の

思
想
を
重
視
し
、
そ
の
実
践
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
①
農
業
振
興
②
都
市
と
の
交
流
③

高
齢
者
の
活
躍
の
場
の
創
出
・
雇
用
の
場
の
確

保
④
循
環
型
社
会
の
実
現
　
　

御
嵩
町
と
藤
原
町
と
を
単
純
に
比
較
は
出
来

な
い
が
、
大
い
に
参
考
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
に
も
紹
介
さ
れ
、
全
国
的
に
大
変
評

価
の
高
い
こ
の
計
画
を
、
従
来
の
縦
割
り
行
政

で
は
な
く
、
町
全
体
で
「
本
気
」
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

【
丹
羽
　
助
役
】

私
も
こ
の
議
員
研
修
に
随
行
し
ま
し

た
が
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
可
児
市
と

の
合
併
の
協
議
が
進
行
中
で
す
が
、
合
併
が
あ

る
な
し
に
係
わ
ら
ず
、
大
き
な
広
が
り
を
持
つ

こ
の
取
り
組
み
を
、
実
現
す
る
べ
く
努
力
い
た

し
ま
す
。
議
員
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
提
言
し
て

頂
き
た
い
。

合
併
協
議
事
項
で
の
問
題
点

①
環
境
問
題
に
関
係
す
る
条
例
の
協

議
・
調
整
案
を
み
る
と
後
退
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
　

②
御
嵩
町
が
今
回
導
入
し
た
一
般
競
争
入
札

は
、
色
々
な
角
度
か
ら
研
究
精
査
の
上
、
取
り

入
れ
た
制
度
と
理
解
し
て
い
る
が
・
・

【
柳
川
　
町
長
】

①
協
議
事
項
は
、
あ
く
ま
で
事
務
方

の
た
た
き
台
の
話
で
あ
り
、
無
原
則
な
妥
協
は

す
る
な
と
指
示
し
て
い
る
。
御
嵩
町
の
豊
か
な

自
然
環
境
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
行
き
た
い
と
い

う
主
旨
で
設
け
ら
れ
た
条
例
で
す
。
改
革
特
区

や
あ
る
い
は
条
例
の
中
で
地
域
指
定
を
す
る
、

ま
た
地
域
審
議
会
の
役
割
な
ど
の
枠
組
み
の
中

で
進
め
て
行
く
方
法
。
さ
ら
に
地
域
自
治
組
織

で
対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。
要
は
「
や
る
気
」

と
「
知
恵
」
の
出
し
よ
う
だ
。

②
一
般
競
争
入
札
は
、
時
代
の
流
れ
で
あ
り

社
会
の
要
請
だ
と
思
っ
て
い
る
。
合
併
し
た
場

合
は
新
し
い
市
も
引
き
続
い
て
も
ら
い
た
い
と

期
待
し
て
い
る
。

問 答 答 

問 答 答 

活
力
あ
る「
ま
ち
」づ
く
り
の
た
め
に
今
な
す
べ
き
事
は

佐
谷
　
時
繁議

員

問 

答 答 問 答 答 

有有
害害
小小
動動
物物
駆駆
除除
にに
つつ
いい
てて

鍵
谷
　
一

議

員
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般

質

問

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

の
予
防
に
つ
い
て

①
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
眠
っ
て
い
る
間
に
、

突
然
死
ん
で
し
ま
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
病
気
で

す
。
国
・
地
方
で
予
防
推
進
の
実
施
を
強
く
訴

え
て
お
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
死
亡
者
は
着
実

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
九
十
五
年
に
五
百
七
十

九
人
だ
っ
た
の
が
昨
年
は
二
百
八
十
五
人
ま
で

下
が
り
多
く
の
悲
劇
が
回
避
さ
れ
て
い
る
が
、

当
町
で
は
そ
の
実
態
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
予
防
対
策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
新
生
児
、
聴
覚
・

視
覚
検
査
に
つ
い
て
、
専
門
医
の
検
査
導
入
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

【
永
瀬
　
参
事
】

①
御
嵩
町
に
お
け
る
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
で
の
死
亡
は
、
現
在
は
な
い
。
平
成
十

三
年
で
は
中
濃
地
域
保
健
所
管
内
三
人
、
岐
阜

県
内
七
人
。

対
策
に
つ
い
て
は
、
母
子
手
帳
交
付
時
に
説

明
と
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
ま
た
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
サ
ー
ク
ル
参
加
者
に
は
子
育
て
に
つ
い

て
講
話
の
中
で
説
明
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
に

よ
る
家
庭
訪
問
時
（
二
ヵ
月
前
後
を
対
象
に
ハ

イ
リ
ス
ク
の
家
庭
）
に
も
具
体
的
な
指
導
も
し

て
い
る
。

乳
幼
児
・
聴
覚
・
視
覚
検
査
（
生
後
一
〜
二

ヵ
月
）
に
つ
い
て
は
、
乳
児
検
診
に
お
い
て
保

健
師
が
簡
易
の
方
法
で
追
視
や
音
の
反
応
を
確

認
す
る
と
共
に
、
母
親
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
る
。

専
門
医
に
よ
る
検
査
導
入
は
実
施
主
体
を
都

道
府
県
及
び
指
定
都
市
と
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
を
し
て
い
る
が
、
岐
阜
県
で
は
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
な
い
の
で
、
今
後
県
に

働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

３歳児健診

大
地
震
に
よ
る
上
水
道
の
地
震
対
策

に
つ
い
て

①
受
水
槽
が
山
腹
斜
面
に
設
置
さ
れ
て
い
る

が
崩
壊
・
地
滑
り
な
ど
の
安
全
対
策
は
。
②
地

震
に
よ
り
、
水
道
管
の
破
損
な
ど
に
よ
り
配
水

停
止
に
な
っ
た
と
き
の
配
水
対
策
、
ま
た
、
御

嵩
町
地
域
防
災
計
画
の
住
民
の
飲
料
水
確
保
計

画
は
住
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
か
③
地
震
に
よ

り
大
火
災
が
発
生
し
た
時
の
防
火
対
策
は
大
丈

夫
か
。

【
水
野
　
参
事
】

①
②
水
道
施
設
の
被
害
に
つ
い
て
は

心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
水
道
の
受
水

槽
は
ど
う
し
て
も
高
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
必

要
が
あ
り
、
当
町
の
受
水
槽
は
耐
震
設
計
指
針

に
基
づ
き
概
ね
震
度
六
ま
で
を
ク
リ
ア
し
て
お

り
、
設
置
地
盤
に
つ
い
て
も
土
質
調
査
に
基
づ

き
、切
り
土
上
の
固
い
地
盤
に
施
工
し
て
い
る
。

震
度
七
以
上
の
大
地
震
が
発
生
し
広
範
囲
に
地

盤
が
崩
壊
し
な
い
限
り
タ
ン
ク
の
機
能
維
持
は

確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

水
道
管
の
継
ぎ
目
に
伸
縮
可
と
う
管
を
設
置

し
て
地
震
対
策
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
地
震

に
よ
り
配
管
が
破
損
し
た
場
合
は
緊
急
遮
断
弁

が
働
き
自
動
的
に
配
水
を
止
め
る
。

一
定
期
間
の
水
道
水
は
確
保
が
可
能
、
岐
阜

県
災
害
相
互
応
援
協
定
に
よ
り
他
の
市
町
村
か

ら
の
飲
料
水
の
応
援
も
可
能
で
あ
る
。

地
域
防
災
計
画
の
住
民
周
知
は
、「
ほ
っ
と

み
た
け
」
で
周
知
し
て
い
る
。【

梅
田
　
参
事
】

③
防
火
水
槽
自
然
水
利
で
消
火
活
動
は
出
来

る
が
、
ま
だ
防
火
水
槽
の
設
置
は
、
必
要
と
思

っ
て
い
る
。

団
地
内
に
は
長
期
間
除
草
の
し
て
い

な
い
土
地
が
あ
る
が
、
土
地
所
有
者

へ
の
除
草
の
連
絡
・
指
導
は
よ
い
か

【
永
瀬
　
参
事
】

除
草
未
実
施
者
へ
は
文
書
に
よ
り
一

次
指
導
・
二
次
指
導
合
わ
せ
て
八
百
九
十
件
行

っ
た
。

適
応
管
理
通
知
し
た
当
該
箇
所
の
管
理
状
況

は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
が
、
十
パ

ー
セ
ン
ト
程
度
が
未
実
施
と
し
て
残
っ
て
い

る
。今

後
も
、
悪
質
な
未
実
施
者
に
対
し
て
は
生

活
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
勧

告
・
命
令
等
の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

問 答 答 

問 答 答 

安
藤
　
幸
雄議

員

問 答 答 乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
の
予
防
に
つ
い
て

下
地
せ
つ
子議

員
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般

質

問

御
嵩
町
は
、
国
道
二
十
一
号
バ
イ
パ

ス
・
東
海
環
状
自
動
車
道
路
等
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
町
が
推
進
委
員
会
・
対
策
委

員
会
等
を
地
域
住
民
、
自
治
会
な
ど
の
声
を
聞

き
な
が
ら
設
立
し
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
問
題
と
な
っ
て
い
る
唐

沢
川
改
修
工
事
は
、
県
営
事
業
だ
と
い
う
こ
と

で
こ
う
し
た
対
応
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
十

年
以
上
た
っ
て
も
そ
の
改
修
が
不
十
分
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
上
流
の
谷
山
防
災
た
め
池
は
平

成
十
六
年
三
月
に
完
成
し
ま
す
。
下
流
域
は
ま

だ
未
完
成
で
あ
り
、
万
一
災
害
が
発
生
す
れ
ば

こ
れ
は
人
災
で
す
。

下
流
区
域
約
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
は
ま
だ
未

着
工
で
あ
り
、
ド
ブ
川
と
同
じ
で
環
境
の
整
備

も
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
地
域
住
民
は
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
谷
山
た
め
池
の
貯
水
量
約

二
十
六
万
七
千
ト
ン
の
水
が
防
災
ダ
ム
と
し
て

完
成
し
て
も
、
下
流
域
が
未
整
備
の
た
め
、
毎

秒
〇
・
五
ト
ン
以
上
の
水
は
放
流
出
来
ま
せ

ん
。
集
中
豪
雨
・
大
雨
等
が
発
生
す
れ
ば
集
辺

地
域
に
は
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
県
営
事
業
と
い
っ
て
も
町
に
は
責
任
が

あ
る
の
で
、
地
域
住
民
関
係
者
を
加
え
唐
沢
川

早
期
改
修
に
向
け
て
、
唐
沢
川
改
修
早
期
実
現

対
策
委
員
会
を
作
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た

い
。
そ
の
中
で
の
対
応
は
地
域
の
声
を
取
り
上

げ
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

①
環
境
に
配
慮
し
た
河
川
の
改
修
（
ビ
オ
ト
ー

プ
整
備
）

②
管
理
用
道
路
を
四
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
防

災
道
路
・
地
域
生
活
道
路
と
し
て
整
備

こ
う
し
た
事
由
か
ら
早
期
に
再
度
県
と
の
協

議
を
し
要
望
し
て
も
ら
い
た
い
。【

水
野
　
参
事
】

ご
質
問
の
唐
沢
川
の
改
修
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
の
河
川
は
市
街
地
を
蛇
行
し
て
お

り
大
変
改
修
が
難
し
い
所
で
す
。

下
流
か
ら
上
流
ま
で
の
改
修
計
画
、
丈
量
測

量
は
で
き
て
お
り
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
通
り
手

が
つ
け
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
め
池
ま
で
約

四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
早
期
完
成
を
県
に
お
願

い
し
て
い
る
所
で
す
。

ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
改
修
対
策
委
員
会

な
ど
は
、
住
民
と
の
協
働
と
い
う
の
が
大
切
で

す
。
ご
相
談
し
な
が
ら
唐
沢
川
対
策
委
員
会
等

発
足
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

問 

答 答 

人人
災災
にに
なな
っっ
てて
はは
おお
そそ
いい
唐唐
沢沢
川川
改改
修修
早早
期期
実実
現現
をを
!!!!

鈴
木
　
元
八議

員

犯
罪
が
お
こ
り
に
く
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
だ

け
で
な
く
、
管
理
費
に
対
し
て
も
補
助
で
き
な

い
か
。

【
永
瀬
　
参
事
】

管
理
費
に
は
補
助
で
き
な
い
が
、
十

六
年
度
に
は
、
設
置
費
に
対
す
る
補
助
に
つ
い

て
現
行
一
万
五
千
円
よ
り
上
乗
せ
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

「
子
供
一
一
〇
番
の
家
」
は
か
な
り
定

着
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
公
用
車
を

利
用
し
、
防
犯
意
識
の
啓
発
に
つ
と
め
れ
ば
町

全
体
の
意
識
も
高
ま
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

更
な
る
対
策
の
一
つ
と
し
て
公
用
車
に
「
子
供

一
一
〇
番
の
車
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
走
ら

せ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
永
瀬
　
参
事
】

先
進
地
の
事
例
な
ど
を
研
究
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

「
御
嵩
町
安
全
な
環
境
づ
く
り
に
関
す

る
条
例
」
に
も
あ
る
よ
う
に
防
犯
対

策
は
町
民
が
自
ら
の
手
で
し
っ
か
り
と
安
全
を

確
保
し
て
い
く
の
は
当
然
で
す
が
、
自
主
防
犯

組
織
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
の

か
・
・

【
永
瀬
　
参
事
】

現
在
、
町
内
に
は
自
主
防
災
組
織
が

十
四
自
治
会
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
自
主
防
災

組
識
と
防
犯
組
織
を
一
体
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問 問 答 答 答 答 

問 答 答 

安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
を
！

大
沢
ま
り
子議

員

まちの守護神「御嵩警部交番」



平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
（
火
）

御
嵩
町
一
般
廃
棄
物
埋
立
処
分
場
（
小

和
沢
地
内
）
・
中
山
道
み
た
け
館
（
竹

屋
）
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
み
た
け
共
同
作

業
所
・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
御
嵩
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・

旧
小
沢
コ
ン
ク
リ
ー
ト
跡
地
・
伏
見
児
童

館
・
各
保
育
所
の
十
四
ヵ
所

今
年
七
月
の
改
選
か
ら
、
新
た
に
五
名

体
制
と
な
っ
た
民
生
文
教
常
任
委
員
会
で

は
、
所
管
の
福
祉
施
設
等
の
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

①
小
和
沢
地
区
の
一
般
廃
棄
物
埋
立
処

分
場
で
は
、
設
置
当
時
の
埋
立
面
積
・
容

量
・
方
法
等
に
つ
い
て
、
現
在
の
管
理
体

制
に
つ
い
て
、
特
に
埋
立
処
分
時
の
職
員

の
立
会
、
水
質
検
査
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

②
み
た
け
共
同
作
業
所
で
は
、
昭
和
六

十
三
年
に
親
の
会
に
よ
り
開
所
さ
れ
平
成

二
年
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
移
行
、

平
成
四
年
に
町
運
営
と
な
り
、
現
在
十
三

名
が
通
所
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
指
導
内

容
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
現
在
御

嵩
小
学
校
は
定
員
三
十
五
人
に
対
し
て
三

十
五
人
、
伏
見
小
学
校
は
定
員
二
十
五
人

に
対
し
て
二
十
三
人
が
利
用
し
、
今
後
利

用
者
の
増
加
に
伴
い
増
設
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

④
各
保
育
所
で
は
、
年
間
行
事
や
特
色

を
生
か
し
た
保
育
の
現
状
と
保
育
所
と
幼

稚
園
と
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
今
後
少
子
化
に
対
す
る
保
育
所
運

営
に
つ
い
て
は
特
に
検
討
を
要
す
る
と
感

じ
ら
れ
た
。

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
各
施
設
で
担

当
職
員
の
「
生
の
声
」
が
聞
け
ま
し
た
の

で
、
今
後
の
施
設
運
営
の
在
り
方
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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視
察
研
修
期
日

視
察
研
修
場
所

視
察
研
修
内
容

御嵩町一般廃棄物埋立処分場（小和沢地内）

ことばの教室（伏見児童館）

民
生
文
教
常
任
委
員
会

委 員 会 レ ポ ー ト



新
丸
山
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
と
、
建

設
産
業
常
任
委
員
会
は
平
成
十
五
年
九
月

二
十
四
日
合
同
委
員
会
を
開
催
し
、
新
丸

山
ダ
ム
建
設
関
連
の
各
事
業
に
つ
い
て
新

丸
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
よ
り
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

ダ
ム
事
業
を
進
め
る
な
か
で
現
在
は
工

事
用
道
路
建
設
等
ダ
ム
本
体
工
事
の
準
備

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
道
井
尻
八
百
津

線
に
架
か
る
新
小
和
沢
橋
（
仮
称
）、
第

二
小
和
沢
橋
（
仮
称
）
の
建
設
の
た
め
の

仮
設
道
路
の
建
設
、
県
道
飛
騨
木
曽
川
公

園
線
の
整
備
、
ま
た
水
没
に
伴
う
付
け
替

え
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
そ
し
て
小
和
沢
橋
下

流
に
既
に
完
成
し
た
工
事
用
の
仮
設
橋
と

各
方
面
に
お
い
て
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
御
嵩
町
に
お
い
て
も
、
井
尻
地
内

国
道
二
十
一
号
を
起
点
と
し
県
道
飛
騨
木

曽
川
公
園
線
に
至
る
資
材
運
搬
道
路
約

六
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
建
設
も
平
成
二

十
年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
、
事
業
の
推

進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
事
業
の
進
捗

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
小
和
沢
仮
橋
仮
設
工
事

工
事
用
の
仮
設
と
し
て
懸
垂
架
設
工
法

と
い
う
新
し
い
工
法
で
、
平
成
十
五
年
一

月
着
手
し
十
月
三
十
日
に
完
成
、「
の
ぞ

み
橋
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
県
道
飛
騨
木
曽
川
公
園
線
ト
ン
ネ
ル

工
事

県
道
の
付
け
替
え
道
路
と
し
て
測
量
、

地
質
調
査
を
終
え
、
平
成
十
五
年
十
一
月

二
十
七
日
に
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着
手
さ
れ
、

平
成
十
七
年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、

掘
削
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
、
県
道
飛
騨
木
曽
川
公
園
道
路
整
備

大
久
後
地
区
ほ
場
整
備
の
基
盤
工
事
に

併
せ
て
県
道
整
備
が
平
成
十
七
年
三
月
の

完
成
を
目
指
し
て
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
、
大
久
後
ほ
場
整
備
に
伴
う
基
盤
整
備

農
業
経
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
ほ

場
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
、
県
道
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
か
ら
出
た
掘
削
土
を
利
用
し
、

基
盤
と
な
る
部
分
の
整
備
が
平
成
十
五
年

十
一
月
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
資
材
運
搬
道
路

◎
Ａ
区
間
　
井
尻
字
杉
ヶ
崎
〜
井
尻
蜂

ヶ
洞井

尻
地
内
国
道
二
十
一
号
線
か
ら
北

二
百
二
十
メ
ー
ト
ル
区
間
に
つ
い
て
、

用
地
取
得
も
進
み
平
成
十
六
年
三
月
の

完
成
を
目
指
し
て
工
事
に
着
手
さ
れ
ま

し
た
。

◎
Ｂ
区
間
　
井
尻
字
牧
下
〜
上
之
郷
字

土
取井

尻
地
内
か
ら
山
間
部
千
二
百
七
十

メ
ー
ト
ル
区
間
の
う
ち
、
用
地
取
得
の

完
了
し
た
三
百
四
十
メ
ー
ト
ル
の
間
に

つ
い
て
工
事
に
着
手
さ
れ
、
現
在
は
未

買
収
地
の
用
地
取
得
を
進
め
て
い
ま

す
。

◎
Ｃ
区
間
　
上
之
郷
字
土
取
〜
上
之
郷

字
稲
荷
山

こ
の
区
間
千
六
百
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
は
、
用
地
の
取
得
も
終
わ
り
、
こ
の

う
ち
綱
木
地
内
の
一
千
二
百
九
十
メ
ー

ト
ル
の
間
は
既
に
工
事
も
完
了
し
て
い

ま
す
が
、
一
部
工
法
の
見
直
し
が
あ
る

た
め
決
定
を
ま
っ
て
用
地
の
追
加
買
収

を
含
め
、
残
り
の
三
百
十
メ
ー
ト
ル
の

工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

◎
Ｄ
区
間
　
上
之
郷
稲
荷
山
〜
前
沢
字

東
山綱

木
地
内
か
ら
北
部
千
六
百
二
十
メ

ー
ト
ル
区
間
の
な
か
で
、
用
地
取
得
済

み
二
百
二
十
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
平
成

十
五
年
十
一
月
に
工
事
が
着
手
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
は
未
買
収
地
の
用

地
取
得
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
Ｅ
区
間
　
前
沢
字
東
山
〜
大
久
後
字

立
坂
山

大
久
後
地
内
町
道
上
之
郷
二
〇
〇
号

線
（
旧
大
久
後
林
道
）
の
千
七
百
十
メ

ー
ト
ル
区
間
に
つ
い
て
路
線
測
量
、
用

地
調
査
も
終
了
し
、
平
成
十
五
年
度
か

ら
平
成
十
六
年
度
に
か
け
て
用
地
の
取

得
を
行
い
ま
す
。
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新
丸
山
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

県道飛騨木曽川公園線トンネル工事を開始



第
四
工
区
は
、
現
在
、
施
工
中
で
平
成

十
七
年
春
の
東
海
環
状
自
動
車
道
開
通
ま

で
に
、
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

第
三
工
区
は
、
現
在
、
尼
ヶ
池
地
内
ま

で
の
七
百
メ
ー
ト
ル
区
間
で
は
、
ほ
ぼ
用

地
買
収
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
尼
ヶ
池
か

ら
東
方
向
、
井
尻
地
内
の
国
道
二
十
一
号

と
の
合
流
地
点
ま
で
に
つ
い
て
、
十
二
月

八
日
・
九
日
に
土
地
所
有
者
及
び
沿
線
の

自
治
会
へ
の
計
画
説
明
会
を
開
催
し
、

「
用
地
幅
杭
設
置
に
対
す
る
了
解
を
い
た

だ
き
、
十
二
月
中
旬
よ
り
用
地
幅
杭
の
設

置
作
業
に
入
り
一
月
中
旬
よ
り
、
用
地
・

家
屋
等
の
調
査
を
行
な
い
た
い
。そ
の
後
、

十
六
年
度
よ
り
単
価
を
発
表
し
用
地
買
収

へ
と
進
め
る
予
定
。」
と
の
事
で
し
た
。

「
今
後
、
地
元
土
地
所
有
者
と
の
話
し

合
い
を
も
ち
な
が
ら
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
ず
は
暫
定
片
側
一
車
線
の
バ
イ

パ
ス
を
中
恵
土
地
内
か
ら
井
尻
地
内
ま
で

完
成
さ
せ
た
い
。」
と
の
担
当
者
の
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
は
、
で
き
る
限
り
用
地

買
収
が
順
調
に
進
み
、
一
日
も
早
く
バ
イ

パ
ス
が
完
成
す
る
よ
う
町
民
と
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
に
徹
し
、
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会
と
建
設
産
業
常
任
委
員
会
は
、
平
成

十
五
年
十
月
二
十
九
日
合
同
委
員
会
を
開
催
し
、
国
道
二
十
一
号
可

児
御
嵩
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
多
治
見
砂

防
国
道
事
務
所
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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建
設
産
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常
任
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会

着々と工事が進む「第４工区」



視
察
研
修
期
日

平
成
十
五
年
十
月
十
五
日
（
水
）

視
察
研
修
場
所

三
重
県
藤
原
町
「
農
業
公
園
」

視
察
研
修
内
容

藤
原
町
の
「
農
業
公
園
構
想
」
は
平
成

八
年
十
二
月
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
構
想
は

特
に
高
齢
化
が
進
む
藤
原
町
で
、
高
齢
者

が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
元
気
高
齢
者
対
策
と
、
農
業
の
多

面
的
機
能
を
重
視
し
地
域
農
業
を
守
る
対

策
が
、
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
特
に
高
齢
化
が
著
し
く
、
荒

廃
し
た
農
地
の
多
い
地
区
を
有
効
活
用
し

て
、
都
市
農
村
交
流
拠
点
「
農
業
公
園
」

を
整
備
し
、
農
地
の
新
た
な
活
用
に
よ
る

特
産
品
の
生
産
と
高
齢
者
・
女
性
等
地
域

住
民
の
就
業
機
会
の
確
保
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
整
備
・
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
①

農
業
振
興
②
農
村
と
都
市
と
の
交
流
③
高

齢
者
の
活
躍
の
場
の
創
出
④
循
環
型
社
会

の
実
現
と
い
う
四
つ
の
思
想
を
重
視
し
、

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
特
に
③
高
齢
者
の

活
躍
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
公
園
の

整
備
・
管
理
に
高
齢
者
を
雇
用
、
平
成
十

四
年
度
で
は
延
べ
七
千
六
百
人
の
高
齢
者

雇
用
実
績
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
④
循
環

型
社
会
の
実
現
で
は
、
公
共
の
道
路
・
河

川
敷
等
の
剪
定
枝
・
草
等
は
本
来
焼
却
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
有
機
性
資
源
を
受
け
入

れ
堆
肥
化
し
、
堆
肥
は
当
公
園
の
梅
林
や

花
木
等
に
利
用
さ
れ
、
平
成
十
四
年
度
で

は
延
べ
四
百
十
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
分
の

受
け
入
れ
実
績
、
ま
た
、
廃
食
用
油
リ
サ

イ
ク
ル
で
は
、
各
小
学
校
か
ら
発
生
す
る

て
ん
ぷ
ら
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
・
燃
料
化

を
行
い
、
ゴ
ミ
収
集
車
や
公
園
内
の
重
機

の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
平
成
十
四
年

度
の
燃
料
化
は
一
万
六
千
リ
ッ
タ
ー
の
実

績
で
あ
り
ま
し
た
。

視
察
の
ま
と
め

当
町
で
も
高
齢
化
率
が
急
速
に
進
む
事

が
予
想
さ
れ
る
中
、
視
察
研
修
で
訪
れ
た

藤
原
町
の
「
農
業
公
園
構
想
」
は
、
高
齢

者
の
活
躍
の
場
の
創
出
・
循
環
型
社
会
の

実
現
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん
で
お
り
、

正
に
「
一
石
二
鳥
」
以
上
の
効
果
が
発
揮

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
高

齢
者
等
を
対
象
と
し
た
事
業
の
展
開
が
必

要
で
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
九
日
に
第
五
回

合
併
協
議
会
が
、
可
児
市
総
合
会
館
で
開

催
さ
れ
、
地
方
税
（
個
人
市
民
税
均
等
割

及
び
都
市
計
画
税
）
・
特
別
職
の
身
分
・

条
例
規
則
等
・
一
部
事
務
組
合
等
・
国
民

健
康
保
険
事
業
・
介
護
保
険
事
業
・
男
女

共
同
参
画
事
業
・
他
都
市
と
の
交
流
及
び

国
際
交
流
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
平
成
十
六
年
一
月
二
十
一
日

開
催
予
定
で
、
地
方
税
（
固
定
資
産
税
及

び
入
湯
税
等
）
・
一
般
職
職
員
の
身
分
・

財
産
・
使
用
料
手
数
料
・
公
共
的
団
体

等
・
補
助
金
交
付
金
・
消
防
団
組
織
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
協
議
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
協
議
会
の
当
日
、
会
場
で
受
付
す

れ
ば
、傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

傍
聴
希
望
の
方
は
ご
参
加
下
さ
い
。

八
月
よ
り
新
し
く
議
会
報
編
集
委
員
に

な
っ
た
四
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
力
を
合
わ

せ
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
「
議

会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
内

容
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
町
民
ひ
と

り
ひ
と
り
の
目
が
「
議
会
だ
よ
り
」
を
育

て
ま
す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

議
会
報
編
集
委
員
会
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